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1．第1年度の研究の概要
　本研究の目的は、遊戯療法における治療要因を明らか
にすることである。そのために、遊戯療法に関する自験
例および他験例を合わせて22事例集め、それらについ
て、クライエントならびにセラピストのどのような行動
が治療の進展に役立ったかを分析した。その結果、遊戯
療法の治療機能について、以下に示すような理論モデル
を抽出することができた。なお、本研究は2年間で目的
を達成する予定であり、第1年度は、かかる理論モデル
の抽出を直接の目的とするものである。
2．遊戯療法の治療機能の整理の枠組み
　遊戯療法に現れるさまざまな治療機能を整理するため
に次の2つの視点を設定した。〔視点A〕遊びの表現と
しての機能が重要なのか、遊びの体験としての機能が重
要なのか。〔視点B〕遊びにおけるセラピストの関わり
が重要なのか、遊びそのものがクライエントに与える影
響が重要なのか。この2つの視点を組み合わせることに
より、「表現優位（対他的）　　体験優位（対自的）」
と「セラピストの関わり優位（間接的）　　遊び自身の
影響優位（直接的）」の2軸によって決定される4象限
を仮定することができる。この4象限によって表される
ものが、遊戯療法の治療的機能の分類モデルに他ならな
い。
3．治療機能の3つのカテゴリー
　第1象限に位置付けられるものは、遊びの表現のメッ
セージ性、解釈、言語化である。これらは「意識化機能」
としてカテゴライズすることができる。第2象限に位置
付けられるものは、遊びをめぐってクライエントとセラ
ピストの間で生じるさまざまな関係、すなわち関係の絆、
大切にされる体験、関係の投映、転移、受容などである。
これらは「関係性機能」としてカテゴライズすることが
できる。第3象限に位置づけられるものは、遊び
を通じてクライエントが体験するカタルシス、心の作業、
前概念的体験、学習などである。これらは「体験性機能」
としてカテゴライズすることができる。なお、第4象限
に当てはまる遊びの機能は発見されなかった。
4．V，　R，　Eタイプの遊戯療法
　意識化を主要な治療要因として活用する遊戯療法をV
（Verbalization）タイプ、関係性を主要な治療要因として
活用する遊戯療法をR（Re tionships）タイプ、体験性を
主要な治療要因として活用する遊戯療法をE（Experience）
タイプと呼ぶとき、これら3つの遊戯療法のタイプに今
日の主要な遊戯療法の流派が整理されることが分かる。
すなわち、Vタイプは精神分析に親和的な遊戯療法であ
り、Rタイプは子ども中心療法と一致し、　Eタイプはユ
ング心理学に基づく遊戯療法に近いと考えることができ
るのである。
　以上、遊戯療法の治療要因をめぐる理論モデルを抽出、
提示することができた。
